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１日から２日にかけて爆弾低気圧が通り過ぎました。 

各事業所の施設では被害や職員の皆さんには影響はどうでしたでしょうか？ 

さて、法人として５つの事業所を抱え、利用に供している中で、本来であれば理事

長や本部として職員の皆様の前で、法人の思いや理念を伝えるべきですが、なかなか

事情が許しません。 

そこで、通信として方針や考え方をお伝えるため、今後毎週１回発信していきます。 

９月２７日は十五夜でした。今街中では「ハロウィン」のニュースや変身グッズ、

イベントが取りだたされていますが、日本では十五夜の方が長く親しまれてきたと思

うのですが、どうでしょう。特に介護関係でご利用されている方々にとっては「季節

と時」を思い起こすのではと考えます。 

  ただ街中では秋の七草は見えられなくなりました。萩、薄（尾花）、葛、撫子、女

郎花、藤袴、桔梗がそうですが、薄（ススキ）、葛（クズ）以外は野に咲いていませ

んし、生えていません。 

  介護関係の分野をリードする先輩の医師のある人は日々を充実して生きるために

は毎日を変化ある形で過ごすことが重要だと述べています。季節感や民俗行事、環境

の変化を感じてもらうことが大事です。 

イベントを行うことや、リクレエーションはただ楽しむだけではなく、「時間の充

実と違った一瞬」を感じていただくために行います。 

企画したり、演じたりする場面の基本的考え方にしてください。 

  入職者研修で述べている「年齢分の１００による「除法」の理論」の内容はそのこ

とを言っています。 
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